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＜病棟連絡事項＞
・12/23病床管理者が赤坂SGM→金井JGMへ変更となります。

・納会が下記日程であります。
　日　時：2021年12月30日(木)
納　会：17：15～18：00　メンタルケア病棟3F 会議室
詳細は各自WIZ掲示板で確認してください。

＜東病棟入室状況＞
【入院】
・古川　トミヱ様～東A15号室

【転出】
・窪田　輝雄様～東合併症室→西Bユニット


＜患者様連絡事項＞
・山村　雅雄様～今朝より発熱あり食事、服薬出来ずにいることを小柳Drへ報告。採血と胸部CT施行指示、点滴1本/日処方となる。

[bookmark: _Hlk62478463]＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。開放後制止に応じず他室侵入して、他患の私物を弄る行動みられたため、早めに開放観察終了している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・澤村　彬様～身体拘束中。10:00～17:00拘束一時解除実施。他患をみるとつきまといあるが、他患から距離を取られると追う事なく、そうなるとボードに書き物をしてホールで過ごす。常に見守りは要している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・関川　良雄様～身体拘束中。食事時一時解除してセッティングすると、自立して食事をとれている。また異食行為ない。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
・沼畑　宮子様～各食自力で全量摂取。トイレに自力で移動し排泄する事も出来ている2～3時間置きに自排尿あり。活気無く臥床傾向であるが鮮明な発語も聞かれている。

[bookmark: _GoBack]・山村　雅雄様～8:45体温37.7℃。Cユニットから合併症室へ移動している。動作緩慢・全身筋固縮(強剛)著明。

・熊谷　良幸様～食事は全量～1/2量摂取。徘徊するが機嫌は良い。介入への易怒的態度なく落ち着いている。誰かが傍にいると落ち着く様子がある。

・浪岡　正志様～食事は1/2量前後摂取。自発性乏しく介助要している。疎通不良だが、介入への抵抗はない。

・川向　髙夫様～自発性乏しく介助要するが、介入への拒否的態度なく落ち着いている。食事は1/2量摂取。

＜小柳Dr診察患者様情報＞
・沼畑　宮子様～点滴1本24時間キープ継続。浮腫なし、利尿剤処方は適宜状態みながら判断していく。

・山村　雅雄様～本日の点滴は2本追加→計3本24時間キープ指示。採血結果で抗生剤は投薬せず様子観察。

・城前　実様～定期薬変更なし。

・川向　高夫様～薬内容変更なし。

＜新入院患者様情報＞
日　　時：12月22日　14:05
　氏　　名：古川　トミヱ（ふるかわ　とみえ）様
　生年月日：昭和12年1月15日　84歳
　病　　名：アルツハイマー型認知症
　性　　別：女性
　主 治 医：田名部Dr.
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Aユニット

　＜経過＞
　R2年9月当院初診し、アルツハイマー型認知症と診断。以降は来院せず薬も服用して
いたかは不明。「夫が浮気している」と夫への嫉妬妄想や夫の自室ドアを強く叩く状態
続いており、R3年9月にケアマネより当院再受診の依頼あり。しかし本人の受診拒否が
強く、家族が強制的な介入を望まずに一度キャンセルとなっていた。R3年11月ケアマ
ネより再度受診相談あり。記憶力低下著しく数時間前の事も忘れる状態であり、ストー
ブを自身で隠しておきながら震えて過ごしているとのこと。症状改善、環境調整目的に
R3.12.22東病棟Aユニットへ医療保護入院となる。
